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軟弱地盤の盛土施工に伴う 1 次元圧密沈下解析 

解析種別 1 次元圧密沈下解析 

キーワード 盛土、圧密沈下、軟弱地盤、粘性土 

解析の目的 盛土施工に伴う、軟弱地盤の圧密沈下量と沈下時間を得る。 

解析の概要 
・地盤定数を設定し、沈下量と沈下時間を計算する。無対策で設計・施工可能かを判断し、

NG の場合は、対策工の検討を行う。 

検討の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

関連資料 
・道路土工 軟弱地盤工指針 日本道路協会 平成 24 年 8 月 

担当者の所見 

・ボーリング位置と異なる断面での解析の場合は、e-logP 曲線・logP-logCv 曲線の設定に

ついて試験値をそのまま使用するか考慮する必要がある。 

・低盛土の場合には、低盛土道路の動態観測から得られた沈下曲線をもとに、盛土高に応

じた交通荷重の影響を評価する。 

地盤定数の設定 

1 次元圧密沈下量の計算 

解析モデルの作成 

時間 t～沈下 St 曲線 

通常の地盤として設計・施工 

対策工の検討・物性値の設定 

1 次元圧密沈下量の計算 

Yes 

No

時間ｔ～沈下 St 曲線 

No 

Yes 

対策工の設計・施工 

無対策で可能か？

対策工で可能か？
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軟弱地盤の盛土施工に伴う 1 次元圧密沈下解析 

検討断面・推定盛土断面図 

・軟弱地盤層厚 10m、盛土高さ 3.0ｍ程度（仮想モデル）を対象とする。なお、低盛土道路に作用する交通

荷重として q＝14kN/m2を与えている。 

 

 
 

 

時間ｔ～沈下 St 曲線 

・層厚換算法により時間ｔ～沈下曲線を算出する。 

 

 

盛土 

粘性土 

粘性土 

砂質土 

砂質土 

盛土天端 

地表面 
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計算条件（抜粋） 
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軟弱地盤の盛土施工に伴う 1 次元圧密沈下解析 

計算結果（抜粋） 

 

 
 

 

・圧密沈下計算結果から、最終沈下量として 73cm 程度が得られるとともに、90％圧密に要する時間は 300

日程度となることが認められた。 

・このことから、バーチカルドレーンやプレロード工法等の圧密促進工法の適用について引き続き検討を行

った。 
 




